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マーケティング・リサーチ＆コンサルティングサービスを提供するPLANiDEA LLC.
（プラニディア合同会社） は、株式会社 インプレスR&Dによる調査レポート
『ソーシャルメディア調査報告書2011』 の販売を開始しました。

≫ 『ソーシャルメディア調査報告書2011』
http://planidea.jp/cc/psrl20110812

【資料概要】

ソーシャルメディアの市場動向から事業者紹介・ビジネス動向の解説、ユーザー利用実態調査結
果も網羅！

2000年代中盤から急速に普及したブログやSNSといったソーシャルメディアは、いまやインターネ
ットの中核ともいえる存在となり、個人のライフスタイルや企業のマーケティング活動において
無視できない重要なメディアとなっています。

さらに2010年からはリアルタイムなソーシャルストリームを実現するTwitterや実名制のFacebook
といった新しいソーシャルメディアの急成長や、ソーシャルグラフ （人と人との関係性）
を活用したソーシャルアプリビジネスの台頭、スマートフォンなどのモバイルデバイスの急速な
普及による利用機会・利用場所の拡大などもあり、近年、ますますソーシャルメディアの重要性
は増しつつあります。

そこで本報告書
『ソーシャルメディア調査報告書2011』では、ソーシャルメディア活用の視点や、FacebookやTwi
tterをはじめとする日米中のソーシャルメディアプラットフォーム事業者の紹介、急成長するソ
ーシャルアプリ／ゲーム市場の最新動向や今後の展開など、最新のソーシャルメディア市場動向
を徹底解説するとともに、実際にソーシャルメディアを利用している個人ユーザー1,059人に詳細
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な利用実態調査を行い、調査結果の単純集計、クロス集計結果を掲載・解説しています。調査結
果は、プレゼンなどにすぐ使えるよう、エクセル形式でCD-ROMにも収録しています。

ソーシャルメディアを利用したビジネスやマーケティングを行いたい企業・コンテンツプロバイ
ダー・広告代理店などにとって必読の一冊です。

【『ソーシャルメディア調査報告書2011』 のポイント】

■ ソーシャルメディア市場の現状、活用の視点を解説！
■ 日米中のソーシャルメディア概況、主要プラットフォーム事業者を紹介！
■ 急成長するソーシャルアプリ／ゲーム市場の動向・傾向を解説！
■ ソーシャルメディア個人ユーザ1,059人の利用状況・実態を調査！
■ SNS/マイクロブログ/動画共有サイトの利用実態など詳細な利用実態！
■ プレゼンにすぐ使えるエクセル形式でクロス集計などの調査結果を収録！

※ 本サイトにて、掲載図表を一部公開しております。

【『ソーシャルメディア調査報告書2011』 注目の調査結果】

▼ 利用目的、mixiとFacebookは 「コミュニケーション」、GREEとMobageは 「ゲーム」
「暇つぶし」

SNS利用ユーザーに利用目的を聞くと、mixiユーザーとFacebookユーザーは
「リアルな友人とのコミュニケーション」 （それぞれ65.1％、62.8％）
が最も主要な理由となっており、mixiユーザーでは
「ネット上の知り合いとのコミュニケーション」
も41.7％と高い比率です。一方、GREEやMobageユーザーでは 「ゲーム」 （62.4％、63.7％）
が最も主要な目的となっており、「暇つぶし」
も53.0％、54.8％と比較的高い値です。mixiやFaceboookユーザーがコミュニケーションを第一目
的にしているのに対し、GREEやMobageユーザーはゲームを第一目的としていることがわかります
。

▼ スマートフォン利用はTwitter （18.9％）、Facebook （17.9％）が高い

各ソーシャルメディアのユーザーがソーシャルメディアを利用する機器では、ほとんどのソーシ
ャルメディアにおいて、「デスクトップPC，持ち運ばないノートPC」
で利用しているユーザーの比率が最も高くなっています。しかし、携帯電話メインでサービスが
提供されている 「GREE」 「Mobage」 については 「携帯電話・PHS （スマートフォン除く）」
で利用するユーザーが6割を占めています。ユーザーがスマートフォンで利用する比率は、Twitte
r （18.9％）、Facebook （17.9％） などが高く、GREE （12.8％）、Mobage （10.4％）
など携帯電話メインのサービスが続いています。

▼ フォロー数の平均は57.7人、フォロワー数の平均は54.4人

Twitterユーザーのフォロー数では 「1～5人」 が22.7％、「0人」
が18.3％を占めています。フォロー数の平均は57.7人、フォロワー数では平均54.4人です。性年



代別にみると、若年層のほうが人数が多くなる傾向が見られます。最もフォロー数の多いのは男
性10代の平均112人、男性20代の平均95人、男性30代の平均65人と続いています。女性より男性の
ほうが全体的にフォロー数は多くなっています。フォロワー数も同じ傾向であり、最も多いのは
男性10代の平均97人、男性20代の平均96人と続いています。
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